
データの確認＞グラフ作成①

①データ部分を選択し、「挿入」タブを選択

②「グラフ」メニューの矢印を選択

③おすすめグラフが表示されるので、散布図
を選択し、「OK」を選択

横軸に14歳未満人口割合、縦軸に75歳以上人
口割合がとられた散布図のグラフが表示され
ました。

自分で見るだけならこれでもいいのですが、
今回はグラフの要素を追加して加工します。
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統計で見る京都府のすがた

データは、「データ加工」で
先に上書き保存しておいた

拡張子「.xslx」のデータを使います。



データの確認＞グラフ作成②

▶ データに市区町村名を表示させる

④グラフを選択し、

⑤グラフメニューから「デザイン」を選択

⑥「グラフ要素を追加」を選択し

⑦「データラベル」、

⑧「その他のデータラベルオプション」を選択
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データの確認＞グラフ作成③

▶ データに町村名を表示させる

⑨「ラベルオプション」

⑩「ラベルオプション」を展開

⑪「Y値」の☑を外し

⑫「セルの値」に☑

⑬データラベル範囲の選択で、市区町村名の範囲を選択

（例では「A2:A39」が選択範囲）

データに市区町村名が表示されました。
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データの確認＞グラフ作成④

データラベルの重なりを調整

⑭グラフの横軸をダブルクリック

⑮軸の書式設定が表示されたら
「軸のオプション」

⑯「軸のオプション」を展開

⑰最小値に「0.04」最大値に「0.16」を
入力

⑱縦軸をダブルクリックし、⑮⑯と同様
の操作をして最小値に「0.1」を入力

⑲グラフの元データの市区町村名から、
「京都市」を削除
例）京都市北区→北区

⑳必要に応じてラベルを動かして調整
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データの確認＞グラフ作成④

グラフの情報を付記する

㉑グラフタイトルを変更する

㉒グラフを選択すると右上に
「＋」が表示されるので選択し
「軸ラベル」に☑を入れる

㉓軸ラベルを入力
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データの確認＞グラフ作成⑤

▶「全国」と「京都府」の色を変える

㉔「全国」のプロットのみを選択

㉕「塗りつぶしと線」

㉖「マーカー」

㉗「塗りつぶし（単色）」

㉘任意の色を選択

㉙枠線の色も選択

「全国」の近くにある「京都府」も
同様に色を変更

散布図のグラフが完成しました。
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